















計滋的分析 は難点がある一方で、従来の方法と比絞 て、作品全体の傾向受検討しやすいという議委な利点があ 。
計滋分析を用いて、吹き出しの滋類など言葉の形式的な変化および、内







議的な変化を兇ると その後、安易に理念で諮るのではなく、あくまでも個人的な経験・感性から主張するという方向が選択されていることが分かる。こうした表現上の工夫によって、結果的 、吋はだし ゲン』は、単なる反戦・反妓のプロパガンダではなく、マンガとしても面白い作品となったのだと考えられる。キーワード
計府議的分析、マンガ、『はだしのゲン』




















く使われ おり、「ゲン』がどのように捉えられてい のかが伺える。異体的な問答例としては、「怖くて夜 眠れません した」「途中で気分が悪く ったので、保健室に行くと、朝 何もなかっザ」、ー
-八℃ほど熱が出ていました。また私だけでなく、数名の
子ども達も向様に教室を出て行きましたい ストーリーはほとんど忘れてしまったが、原爆のはなしとなるとまっ先にこの給 思い浮かぶ」「恐いという印象しか覚えて ない」などが見られ、「ケン」による衝撃の大きさが分か
このように大きなインパクトを与える嬰留としては、原爆を扱っ































































































































































































































































































































































































































































































ゲンのみ 全体 ゲンー全体 何回以上程場)
18.3 19.9 1.6 44 
19.3 19.1 0.2 22 
20.4 19.9 0.5 22 
21.2 19.7 1.5 42 
20.4 19.2 1.2 24 
20.2 18.8 1.4 16 
24.2 22.3 1.9 16 
25.2 24.7 0.5 18 
23.7 23.2 0.5 14 
















































































王室 4 頻出諮奨 30 諮とその出現笈数
j丹後 TJt数| 諮数
1 あんちゃん 917 I 16 いま
2 え 827 I 17 いや
3 死ぬ 652 I 18 金
4 1;義太 605 I 19 先生
5 1.原爆・ピカ 598 I 20 おかあちゃん
6 戦争 531 I 21 子
7 戸。う 367 I 22 アメリカ
8 生きる 幻 7 I 23 帰る
9 ねえちゃん 31引 24 かあちゃん
10 人 283 I 25 だめ
11 家 280 I 26 友子
12 元気 272 I 27 政二
13 日本 268 I 28 とうちゃん
14 殺す 262 I 29 中関














部では「死ぬ」への一一白及都合が総じ 高くなっていること 分かる。その後「原爆」への言及が徐々に高くなっ きて
5巻でその割合

















一際鍋原爆 I 3.7% 








































われないから、あたしらうれしいよ」と事も無げに話すのである。原爆を受けた政二と暮ら ていたためにいじめを受けていた姪たちと、死してなおこのように…言われる政二を見て、「原爆を・つけたら、ほん うに地獄じゃのう」「原爆のばかたれ、ばかたれ、ばかたれ」と、ゲンは原爆に対する怒りをあらわにす 。また、「原爆」については、「ピカのやっ、とゆっちゃんやねえちゃ
んや進次をやき殺した」というよ なゲンの
の他にも、「原爆












「原爆」から推移して く過程 戦争 がどのような形で言及されているのかを見てみよう。
「わしやこの日でみてきたんじゃ。ピカで虫けらのように殺され
ていく戦争の本当の姿を。すべ が すべてがなくなるんじゃ
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「戦争を利降して、原爆の実験をした人殺しのおそろしい犯罪者」「いままでさんざん戦争と原爆でひどい自にあわされ。またわしらは戦争にまきこまれ爆弾をおとされて-死んで くかしれんのだぞ:・」といったゲンの
ら伺えるのは、「原爆」という直接的に死の
























































マ語はより抽象的なものへと推移し さらにゲンは少しずつ変化し、より広い視点で語る一一一一口葉を獲得していったこ が分かる。ここには、まさに〈感性〉から〈理念〉への出路、思想化 萌穿を克出すことが出来るのではないだろうか。ところが、興味深い は、太田 影で使うようになった言葉を、ゲンは再び使わなくなるという点で


































































































このことを踏まえると、内誌の減少は私たちが作中人物の筏点か作中波界を眺める機会が減り、相対的弱者としての後場 減たのだと考え ことが出来 。ただし 次の二点から、少年マンガである吋ゲンいについてはより詳細 検討する必要があ と考える。第一は、文学デ
iタの滋類における内一請の割合が低かった点である。





































































133 一一『はだしのゲンJ の計量的分析 表現変答プロセスに見るく感性〉とく理念〉の婦らぎ
The 匂uantitative Analysis of "Barefoot Gen": <Sensitivity> 
and くIdea> in a Process of Expression Changing 
OT AKI Tomoori 
This paper presents an quantitative vocabularγanalysis of a Japanese comic series, "Hadashi no 
Gen (Barefoot Gen)", a series well-known as of anti-war and anti-nuclear sentiment. It is true that 
quantitative vocabulary analysis has downside if applied to visual works like comics, because it 
ignores both the frames and the pictures of it, but, it can, on the other hand, make the long trend 
of the whole series visible as it pursues the changing features of the used vocabularies. 
By analyzing both the formal aspects of the balloons and the contents of them quantitatively 
we could grasp the general trend of the s巴ries. Thrce points deserve to be noticed here. First, 
focusing on the used vocabularies we could conclude that the main subject of the story moves 会om
"death", through "atomic bomb" , to "warぺ that is, from concrete experiences to more abstract and 
indirect issues. Second point is the fact that the leading character Gen's antiwar ideas were never 
consistent al through the story, but, it seems, rather a product of his father's education. Thirdly, 
when we follow up the several of the vocabularies used by Gen to the end of the s巴ries ， it is 
evident that his ideas have once become quite ideational in the series but soon tums back to his 
personal and subjective 巴xperiences. By adopting these strategies to express its antiwar and antinuｭ
clear sentiment, the work could successfully avoid the labeling of "propaganda comics" and e吋o
good reputation in the field of "manga." 
Key Words : quantitative analysis, manga, "Barefoot Gen" 
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